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1996年勝山市横倉・小原で発生した表層雪崩
調査および発生についての考察










1996年 1 月の末から 2 月の初頭の聞に、福井県大野市および勝山市の山中で、大規模な煙型表層雪
崩が多数発生し、スギ造林、治山堰堤または林道橋に被害を及ぽした。勝山市横倉および小原の雪崩
跡地を詳細に調査した。横倉では1974年 2 月中旬にも今回と同じ場所で発生した経緯があり、そのと












れも煙型表層雪崩といえる。大野市中島地区の 3-2 で示す雪崩の発生時刻は 1 月 31 日 22日寺であるこ
とが確認されている。これから類推すると、他の雪崩の発生もおよそこれに近い期日、すなわち 1 月
31 日から 2 月初頭の問と推定きれる。
今回の雪崩発生はいずれも人家より離れているため、 人身や家屋の被害はなかった。
(キーワー ド :表層雪崩、煙型雪崩、積雪深、連続した降雪深、スギ造林被害、 林道橋被害)
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雪崩発生地区 発生位置 雪崩発生の確認 災害状況
1 -1 勝山市横倉 横倉谷川 2 月 7 日に地元の スギ造林被害
人が確認
1 -2 勝山市横倉 北原コース スギ造林被害
1 -3 勝山市横倉 峠谷コース スギ造林被害
2 勝山市小原 滝波川支流横谷 猟師が 2 月 7 日以 林道橋決壊
前に発見
3 -1 大野市中島 北大雲谷支流(1) 治山堰堤損壊
3 -2 大野市中島 北大雲谷支流(2) 1 月 31 日 22時15分 治山堰堤損壊
(自記記録計異常) 取水ダム施設破損
4 大野市上若生子 滝ケ谷 治山堰堤損壊
5 大野市南六呂師 唐谷 治山堰堤損壊
6 大野市上打波 嵐本流 治山堰堤損壊
7 大野市木ノ本 スギ造林被害
8 大野市宝慶寺 スギ造林被害
9 勝山市細野 皿川支流東谷川 林道橋被害 スギ造林被害
10 勝山市平泉寺 女上川上流一帯 スギ造林被害 ブナ原生林被害
3. 横倉雪崩
3. 1 雪崩の発生位置、規模
地形図および雪崩跡地を図 -2 に示す。雪崩発生地は越前兜山(1， 319m) の南東斜面である。あた
り一帯は雪崩の巣ともいえるもので、今回も主だった 3 カ所のルートで発生跡が認められた。このう
ち横倉谷川ルートのものが規模が最大である。ここでは横倉谷川渓流のほか左側(図では右)の窪地
でも雪崩跡が認められ、便宜上A 、 B 、 C の符号で示す。これらはひとつのものとみることができょ
う 。 図 3 に横倉谷川 に沿った走路の縦断図を示す。発生源は、雪崩の走路に飛散していたヒノキの









た。図-2 の X j位置での断面高は 3 月 31 日時点で7mあった。断面構造は大略 2 層になっていて、下層













デブ リ 上に散乱していた植生の枝葉および土砂の散乱量を採集 した。デブ リ の範囲は約10 ， 000m' で、

























































3. 4 今回と 1974年雪崩との比較
1974年(昭和49年) 2 月 14 日から 17 日の間に、 横倉谷川ルートにおいて、位置、規模およびスギ被





















白である。また、走路途中で、カモシカの死骸 2 頭を 5 月 3 日の踏査時に発見した。いずれも頭部が
ちぎれていた。雪崩との関係は不明である。横倉であった斜面の侵食と土砂の散乱は見られなかった。




表 2 横倉のおける大規模な雪崩発生年の 3 日降雪累計と積雪深
寒候期 年最大積雪深 年最大 3 日間 左到達積雪深
年 (cm) 降雪累計 (cm) (cm) 
1918 306 112 179 
1927 297 127 236 
1963 287 181 249 
1974 165 68 165 
1981 258 156 184 
ーーーーーーーーーー ー ーーーー- -ー - ー - ーーーーーー---司 4 ・ー- - - - - --
61 177 
(第 2 位降雪時)
















記録に比べてどうであるかをみてみる。北谷の今冬の年最大積雪深は 2 月 2 日の225cmであり、日最大














図一 7 に示す。集落を襲った雪崩について、昭和 2 年 2 月には 1 軒 4 人が死亡している 7)。昭和38年 1





およそ、 10kmの距離の盆地にある。 議論の一つの目安として、 3 日連続の累計降雪深とその時の到達
積雪深をとり表-2 に示す。大まかな結論として次のことがいえる。 1974年または1996年(今回)の
降積雪の場合は、今回のようなルートでの発生にとどまり、過去に集落を襲っ た場所では発生してい
ない。 集落を襲っ た場所での雪崩は、 1927年の程度以上の降積雪時に発生する。 1981年の場合は、前
年12月 28 日時点の 3 日連続の累計降雪深は 156cmであるが、このときは、福井県内の中山間地ではスギ
造林の大き な冠雪被害が発生し、きわめて湿った雪質であったときれている。 56豪雪時は 1 月に入っ
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図 8 一 (1) 大野市の降雪量(1918) 
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